
アクセス  

パス心理教育研究所  

〒153-0041 東京都目黒区 駒場 2-8-9 

電話・FAX  03-6407-8201 

京王井の頭線 駒場東大前駅下車 西口より徒

歩3分 （JR山手線・東京メトロ・東急線 渋

谷駅より10分）  

駒場東大前駅までのアクセス 渋谷駅へはJR

山手線・埼京線・湘南新宿ライン・成田エク

スプレス・東急東横線・田園都市線・京王井

の頭線・東京メトロ半蔵門線・銀座線・副都

心線が乗り入れています。 渋谷駅から京王井

の頭線各駅停車で吉祥寺方向に2駅です（急

行は止まりませんのでご注意ください）。  

スタッフ紹介  
 

小谷英文  PAS心理教育研究所 理事長 

能幸夫    所長（湘南病院相談室室長） 

橋本和典   理事（国際基督教大学准教授） 

中村有希  クリニカルディレクター（東京医科大学/ルーテル学院大学非常勤講師） 

髭香代子  非常勤セラピスト（多摩美術大学学生相談室） 

大橋良枝  非常勤セラピスト（聖学院大学特任講師） 

石川与志也 非常勤セラピスト（ルーテル学院大学専任講師） 

伊藤裕子   兼任セラピスト（法政大学学生相談室）  

荻本尚子   兼任セラピスト（国際基督教大学高等臨床心理学研究所助手）  

高田毅    兼任セラピスト（国際基督教大学高等臨床心理学研究所助手）  

花井俊紀   兼任セラピスト（野の花メンタルクリニック）  

橋本麻耶   兼任セラピスト（神奈川衛生学園専門学校）   

荻本快    兼任セラピスト（相模女子大学非常勤講師 ）  

南貞雅    兼任セラピスト（杉並区特別支援教育課）   

吉田愛    兼任セラピスト（西東京市教育支援課） 

田中令子   兼任セラピスト（王子こころのクリニック） 

植松晃子   兼任セラピスト（ルーテル学院大学准教授） 

竹本麻子   PAS心理教育研究所 事務職員   

  

 

PAS心理教育研究所  

たこ天2014 自分を鍛える夏のプログラム 

参加費 

中・高校生 32,400円 

大学生     43,200円 

大人         54,000円 

(いずれも税込料金) 

※当研究所にて継続面接を  

  受けている方は20％割引  

  となります。 

※分割支払も承ります。 

募集グループ 

① 精神分析的対話グループ 

② 臨床家グループ 

③ 男女混合グループ 

④ 男性グループ 

⑤ 女性グループ 

⑥ 中・高校生グループ           ※ 詳細は次ページをご覧下さい 

 

「たこ天」とは 
 

「たこ天」とは、こどもから大人までが、「た」くましく、「こ」どもの純粋な心を捨てない、自

分を取り戻す空間（天国）を作り出すプログラムです。家族が力を失いつつある中、

我々は家族より少し大きいグループ（小グループ）を組み、潜在している心の能力を

人間関係の中で発揮し、磨きます。それが全員で集まるグループ（大グループ）でも

通用するかを試し、さらに磨きをかけ、さらには、自分のアイディアで自分がリーダーシッ

プを取るグループ（インタレストグループ）もやってみます。4日間、50人の中で、自

分を活かし、皆も活かす生き方を見つけ出すプログラムです。 

  

日程：2014年8月9日（土）～12日（火） 

4日間の通い形式プログラム（原則全日参加） 

会場：PAS心理教育研究所（目黒区駒場2-8-9） 

PAS心理教育研究所 短期集中プログラム    



募集グループ 

①精神分析的対話グループ トレーナー：小谷英文 

参加資格：高校生から大正生まれまで、社長さんから普通の人まで、大学教授から学生まで、お母さん、お父さん、独り身、カップル、あるい

は医師、教師、カウンセラ—、コーチ職の対話力アップを図りたい人々。定員：10名内外 

 口が重い、軽い、堅い、しゃべり上手、下手。対話をしたいが何を言っていいか分からない、相手の気持ちがわからない。色々ですが、対話は

コミュニケーションスキルだけでは展開できません。コミュニケーションが情報伝達の作業に頼り過ぎるからです。対話のからくりが分かるだけで、対

話は苦痛なものではなく、自分にとっても相手にとっても楽しいものとなります。「たこ天って、何だろう？」と『たこの天ぷら』をイメージしているたこ

天ニューフェイスにとっては、たこ天ワールド登竜門となるでしょう。 

②臨床家グループ セラピスト：橋本和典・伊藤裕子（定員5名内外） 

クライエントの心の生き死に臨み、変化への闘いを共にするわれわれ臨床家も、変わることを一生求める力が必要になります。夏の4日間のたこ

天ワールドを十二分に活用して、臨床家としての心の力をアップする集団精神療法をやります。1）自由連想能力、2）自身の人格構造・機

能をとらえ、分析する能力、3）表現と対話能力の各人のベースアップを目標に、臨床家アイデンティティを野太いものにしていきましょう。 

③男と女グループ セラピスト：能幸夫・橋本麻耶（定員5名内外） 

世界の国造り神話には必ず男と女の物語がある。自分は、男と女の空間を、物語をごまかさずに生きているだろうか？男、女、若者、大人が集

まると、さまざまな想いが入り乱れ、暴れだす。その中に身をおいてこそ、人は確固とした自分と出会うことができる。男、女、大人、子ども、父、

母、兄弟姉妹、はたまたloverや友人に、グループの中でそして自分の心の中で出会い、遊び、対話をしながら、Who am I?をとことん追求し

てみよう！自分の可能性や魅力を見つけたい若者から、自分はこんなもんだと落ち着いてしまいたくない大人まで、17歳以上の男女を、世代を

問わず募集します。軽妙な熟成男ととびっきりの情熱女がお供します。 

④男性グループ セラピスト：石川与志也・大橋良枝（定員5名内外） 

男の心の底の底には何があるか知りたくないか。自分の心の底の底に旅する気概はあるか。四日間、自分の心ととことん付き合って、男としての

自分を愛する力を鍛えてみないか。仕事、学業、人間関係、愛情関係、家族関係、いろんな自分の場所があるだろう。どんなところにいても愛

せる自分のままに、能動的にいられたら、どんなに気持ちがいいだろう。そんな自分に向かって、タフな男メンバーと、真実と粋を追求する男女の

セラピストと共に熱い夏を過ごしてみないか。18歳以上の男性ならどなたでも。 

⑤女性グループ セラピスト：中村有希・南貞雅（定員5名内外） 

女には女の強みがある。しなやかで逞しい力がある。仲間と共に働く力、競争を楽しむ力、一人の時間を楽しむことができる力、率直に人を愛

し・愛されることができる力、子を慈しみ、育てることができる力、がある。女性グループは、世代を超えた女性たちが集い、今の自分と向き合い、

変われる希望を胸に、2人の女性セラピストと共に4日間、最高にいい女で生きようとするグループです。17歳以上の女性ならどなたでも、母

親、妻、働く女、女に磨きをかけたい人、大人の女になりたいと願う若者、世代を超えて募集します。 

⑥中高生グループ セラピスト：髭香代子・花井俊紀（定員5名内外） 

クラスで一番数学ができる？学年で一番足が遅い？学校で一番ワル？そんな狭いところで自分を規定しちゃっていいのかい？もっと広い世界に

出たくはないか？自分を解き放ってみたときの自由さ、味わってみないか？ありったけの力を振り絞って自分のあらゆる可能性を追求したい奴、

大集合！そんなのが5人も集まれば、くたくたになるまでやりきった4日間の後、まだありあまるエネルギーに気づけるはず。そしたら俺らのたこ天大

成功！ 

今年のたこ天 

たこ天と言えば、広島名物、

瀬戸内海の活きのいいたこの

ぶつ切り天ぷら。うまい。それ

だけで幸せになる実感。大事

にしたい。PASのたこ天は、逞

しい自分のおおらかさ、かわい

らしさ、清々しさを、取り戻し

たい、拡げたい、深めたい者ど

もが１年に１回、集う祭りの

場。逞しく生きている新鮮な

生の味を忘れそうな時、たこ

天はいい。何かが蘇る。自分

の中の『粋』、『活き』、『意

気』、『息』、が新鮮に吹き返

す。物、情報の豊かさの中に

埋もれ、自分の息吹を遠く

し、身近な人への愛を遠くし、

いつの間にか周りに人がいな

い孤独に陥って気付かないの

が普通。それが今の日本の

文化。愛を感じ、怒りを感

じ、怖れあるいは怯えを感じ

遠ざけ、日々の自分に『粋』

を失っている諸氏、夢を追い

かける俺／私のはずなのに、

勢いが出ないと感じている若

者。もっと俺／私にはリーダー

シップがあるはずだと思ってい

たのにと感じている諸氏。うま

い味は、自分の中にある。君

の未来は君の中にある。それ

は実にうまいものだ。食らわん

かい。PAS名物のたこ天を。 

たこ天大将 ベケット 小谷英文 

 

  

時間構造  
2014年8月9日（土）～8月12日（日）の4日間 

8月9日（土）受付12時～ プログラム開始 13時～19時 

8月10日（日）9時～19時30分 

8月11日（月）9時～19時 

8月12日（火）9時～12時45分 

申込方法  
申込用紙に必要事項をご記入のうえ、当研究所まで直接お持ちいただくか、ファックスまたは郵

送にてお送りください。 

（注）参加費に宿泊費、食費は含まれておりません。遠方からお越しの際は、ご自身で宿

泊・食事の手配をお願いいたします。 

締め切り：2014年7月31日（木） 

送り先：〒153-0041 東京都目黒区駒場2-8-9  PAS心理教育研究所          

電話・ファックス：03-6407-8201  

 


